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は じ め に

前年度は､約20万個の付着椎貝を得ることが出来たが､沖出しの時期､方法､管理が不充分であった

ためか､翌年 7月採取の時点では､約 500個の付着椎貝より採取することが出来ず､かなり低い歩留 り

結果となった｡今年度は､この時期の歩留り向上を図るつもりで試験を行なったが､浮遊幼生の飼育段

階で全滅してしまい目的を達成すろことが出来なかった｡

材 料 及 び 方 法

tl)母 貝

試験には､横浜沖と清水川沖の試験操業で採捕されたアカガイと土屋地先で養殖された3年貝及び

韓国産のアカガイも併わせて使用した｡

第 1表 母貝の個数および大きさ

産 地 採捕 年月 日 個 数 平 均 殻 長

備 考横 浜 年 月 日52. 6.30 個20 (cm)1

3.0 天 然 貝滞 水 川 6.30

30 12.9 天 然 貝土 屋 7.

18 50 6.7 垂下養殖貝韓 国
7.29号(到着

) 6 10.9 天 然 貝(2) 母 貝 の 管 理母貝は当センターの 6トン屋外水槽を使用し､ 5段式丸寵に収容､生海水をかけ流

し生殖巣の成熟を待った｡(31 産 卵 誘 発前年度と同様､水温の反復刺激 (15℃～ 30℃ )

による産卵誘発法を行なった｡(4) 浮遊幼生の飼育浮遊幼生の飼育には前年度と同様 0.5トン

のフルコンタイ水槽を用いて行なった｡餌料は 300万cells/cc前後に増殖したⅣbnochrisis lutheriを1日1水槽当り1.



また飼育方法は第 2表のとおりである｡

第 2表 浮遊幼生の飼育方法

水 槽 番号 飼育開始日.■飼 育 水温 浮遊幼生数及びサイズ 餌 料

給 餌 量第 1.'回第 2 回第 3 回第 4 回 1 ～ 5〟〟〟 8月 10日8. 178. 259. 2 255(025.524.0?5.0 86(万個)90(〟 )67 〝90 〝77 〝85 〝50 〝90 〝 MonochrysisⅠutheri〟〟〟 mん/日1,2001,00

0

1,

2001,000

結 果ll)母貝の成熟促進母貝の成熟状況を第 3表に示した｡このことから今年度は7月後半から誘発可能となっ

た｡第 3表 母貝の成熟状況測定月日 産 地
測 定 個 数 威熟度 .

R 備 考平 均 殻 長 8 早月 日 横 浜活水川横 浜 (

イ掛 (a) (mガ) (mM) 全 部 8全 部.8_6.307.13
22 13.512.0 不 明不 明 不 明不 明13.07.187.27 土 屋滞

水川土 屋 523 7.112.57.3

1.013.0

4.0 ･x 成熟度は生殖巣の切り口の厚さで表わした｡(2) 産 卵 誘 発産卵誘発は､

昭和52年 8月 1日より10月 4日までの間に合計12回行ない､この間､誘発に応じたのは8月 8日､ 8月16日､8月24日､ 9月 1日の計 4回であった｡結果

の概要を第 4表に示した｡.-IJ,ち■-ヽ (3) 浮遊幼生の飼育飼育は

4回にわたりそれぞれ 5水槽を使用して行なったが､いずれも飼育開始後 4日～ 5日ほどで幼生が槽底に沈降し､多数の原生動物が発生して幼生が全滅して



第 4表 産 卵 誘発状況

誘発月日 産 地 使 用個体数 誘発された個数 誘 発 率 産 卵
数 備 考

8 早月 日 盾 水 川 (個) (個) (個)

(%) (万) 第 1回飼育8.

8 26 3 0 ll.5 -

横 浜 16 3 1 2

5.0 2,200土 屋 19

3 0 15.8韓 国 5.. 1l 0

20.08.16 括 水 川 26 7 0 26.9

2,000 第 2回飼育
横 浜 15 7 1 22.4土 屋 15 3

0 20.0韓 国 5 1

0 20.08_24 活 水 川 26 5 2 2

6.9 1,500 第 3回飼育横 浜 15 5 2
46.7 2,000

土 屋 15 1 0 6.7

韓 国 5 1 0
20.09. 1 活 水 川 2

6 3 1 15.4 1,600 第 4回飼育横 浜 15 0 0 0

土 屋 ll 0 0 0韓 国 4 0 0 0考 察

(1)使用母貝及び産卵誘発について前年度までは大湊産の天然貝を使用していたが､今年度は

清水川､横浜､土屋産のほかに､韓国産も使用してみた｡いずれの母貝も産卵誘発は可能であった｡

そして成熟の最盛期は､ 7月下旬～ 8月中旬と見られ､この 1ケ月前に母貝を採捕し､生海水をかけ流しておいて成熟促進させる方法をとっ

たが､産卵誘発に効

果的な方法の一つと思われた｡また毎年使用される母貝入手についても採捕が容易でない現状から

､今年度の母貝を翌年にも再使用するための､母貝の飼育管理方法についても充分検討する必要があ

るものと思われる｡(2)浮遊幼生の飼育今年度の飼育は､前年度と同じ方法で飼育をスタートしたが､付着期まで達せず




